
娼妓二於ケル｢ツベルクリン｣皮内反塵ノ

　　　　

陽性侍化ト冊病トノ関係

　　

娼妓ノ結核二開スノレ研究(第２報)

(昭和14年12月20日受領)

警回廳醤務課長

　

加

　

藤

　

寛

　

二

　

郎

警回廳衛生技師

　

小

　

川

　　

朝

　

吉

第１章緒言

余等ノヽ警視廳管下二於ケル娼妓二就キ「ヽ｀アベル

クリン」皮内反庖テ施行シ、結核感染状況ヲ明

カごシ、ソノ結果サ第１報二報告シタ。

該報告二述ペダル如ク警覗廳管下二於テ新タニ

登録セラレタル娼妓二於テノヽ847名調査中陽性

者ハ51％デアリ、一般娼妓中就業後１ヶ年未満

ノ者ニアリテノヽ、調査人員218名中陽性者ノ｀ヽ

45．4％ニシテ、印チ娼妓就業常初二於ケル陽性

度ハ、一般都會地二於ケル常該年齢陽性率二比

シ、著シク低卒二位スルコトテ示シ、他面就業

後1、2年二於ケル陽性者ノ噌加が顕著ナルニ

反シ、３年以上ノ者ニアリテハ噌加ノ割合ハ減

ジ、同様ナル開係が年齢別陽性阜二於テモ観察

スルチ1尋タ。

之等ノ事賓ダヽ結核汚染度ノ比較的少ナキ地方ヨ

リ始ノ･テ上京シタル者カ、都會二於テ娼妓ノ如

キ甚ダ多散ノ客ト接鯛サ持ツ業態二従事シ、急

激二病毒ノ感染チ惹起シタモノト考ヘラl／、叉

之等感染者中ヨリ多数ノ登病者ヲ出シ、之等ノ

登病者ノヽ膿力的二業態的二淘汰セラルルコトヨ

リ来ル現象ト考ヘラルヽヲ･以テ、此ノ間ノ事情

ヲ明カナラシ・‘ンガ篤ノニ、且ツノヽ一般青年婦

女子二於ケル結核反嘸陽性糖化ト稜病トノ開係

テ併セ考察センガ篤ｙニ、本研究ザ進ノタ、、

第２章

　

研究材料蛙二研究方法

　

1．研究材料蚊二研究方法

警視廳管下二於ケル吉原、洲崎、新宿ノ各遊廓

二昭和12年７月乃至昭和13年２月ノ間新タユ

登録セラ1ノタル娼妓中、就業後１ヶ月以内二施

行セラレタ結核感染検査ノ結果陰性ナリシモノ

326名二就キ更二牛年後二於テ結核感染検査テ

行ヒ、牛年間ノ陽性糖化者テ検出シ、之等陽性

韓化者二就テノヽ打診、聴診上ノ他愛的診断址二

赤血球沈降速度測定及ビＸ線寫具撮影テ行ヒ登

病ヲ検索シタ、而シテ登病チ認ｙザリシ陽性糖

化者二對シテ．・ヽ、毎牛タ年二於テ同様ノ診断、

検査テ行ヒ登病状況テ観察シ、登病者二對シテ

．・ヽ同ジク毎牛年二於テ登病後ノ経過チ観察シ

タ、、

尚最初ノ牛年二於テ陽性糖化セザリシ者二就テ

ノヽ次ノ牛年二於テ陽性韓化拉二登病テ検シ狗陽

性糖化セザリシ者二就テ．･ヽ第３ノ牛年二於テ同

様ノ手績キテ繰返シタ．
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2｡結核或染楡査並二判定

結核感染検査ノ方式ハManteoux氏法二依ル、

但シ「･ソベ｀ルクリン」ハ2000倍稀即液テ使用シ

タ。

「ツベルクリン」､八本邦傅染病研究所製萬「ツベ

ルクリン」2000倍稀作液テ使用シJ/ｊ主射針テ

用ヒテ0.1c心テ上勝屈面中央部皮内二注射シタ。

ノ必要上日本醤療電機製ギバＣ型携帯用レント

165

注射後24時間乃至48時間ノ間二反礁ヲ･検シ判

定ノ標準ノヽ

　　

陽性

　　

殼赤長ぼ

　　

８ｍｍ以上

　　

疑性

　　

特赤長径

　　

7―4 mm

　　

陰性

　　

冊赤長径

　　

３ｍｍ以下

トシタ

　　　　　　　　　　　　　　　

4．赤血球沈降速度判定

赤血球沈降速度測定べ包于ノヽ夕二万どこ氏法二

　　

敬二依ツテ示シタ。

依リ、第１時間及ビ第２時間二於ケル降下テ粍

１

　

第３章

　

陽性韓化二就テ

就業後半年以内二於ケタ陽性輯化

第２なニ於テ述ぺ｀タル新登録娼妓ノ就業後１ヶ

月以内二施行セル｢ツベルクリン｣皮内反庖陰性

ナリシモノニ就キ、就業後牛年(第１同検査ヨ

リ牛年)ニ於テ再ビ｢ツベルクリン｣皮内反庶テ

施行セル結果ハ第１表ノ如クデアル。

第１表

　

就業後牛年以内二於ケル陽性轄化

遊廓名

吉

　

原

洲

－ -

崎

新

　

?J

　

■

　　　　

㎜

　　

計

調先暢

　

甘臨Ｊ宅
件吸桝化悦疑げＷ

108

171

47

化悦

26

51

－
15

326

　　　

92

2。就業後半年乃至１ヶ年以内二於ケｙ陽性輯化

就業後牛年以内二於テ陽性韓化セザリシモノ

(疑性テ含ム) 234名中207名(他ハ事故二依り

検査不能)ニ就キ更二牛年後(第１同検査後１ヶ

年汗ツ・、ごルクリン)皮内反庖ラ施行セル結果ハ

第２表ノ如クデアル。

1、2節二於テ陽性二韓化セデリシモノ(疑性テ

含ム)一就キ更二牛年後(第１同検査後１ヶ年

牛)ニ於テ｢ツペ｀ルクリン｣皮内反忠ヲ･施行セル

結果ハ第３表ノ如クデアル。

遊廓名

-
吉

　

原
一
洲

　

崎

新

　

官

---･

　　

原

昨

宿

調査:陽
件敷I孵化敷

72 1

102 1

27 1

22

－
33

－

　

8

－
63

’

『

ｊ

ｌ

６

－
１５

一

　

1

22

１

－･
５

一一一
２

-

８

陰性敷

81

１

15

　

30

一一一一--

226

性妙陰性撒

４

－
７

祁

-
62

　

1

　

1

　

18

12，

　

126

　　

Ｏ

　

Ｉ

-一一一一

　　

２

　

！

12

90

陽

　

性
斡化率
24.1％

29.8%'

31.9‰

28.2％

第２表

　

就二刎麦牛年乃至１年二於ケル陽性轄化

性
率

　

化
陽
輯

30.6％

32

　

-
４％

29.6≒

性
拳
妬

　

七
８

7％

7％

201

遊廓お，ﾖま］牛敷

一一一一

　　　

32

--

　

-.

　　　

69

　

一一

　　　

13

・

　　

－

　　

1Ｈ

31.3丿ぶ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（備考）事故二依り検万だｲﾐ能・モノ33名

3.就業後１年乃至１年生以内二於ヶｙ陽性輯化

第３表

　

就業後１年乃至１年牛二於ケル陽性轄化

収諮緋御大(ふ
1

　

1

　　

25

　　

18

-一一
‘

　

1

　　

53

　

々1

---_一一__.－¶

19 3

洲

一一
新

（備考）事故二依ル検査不能２名

　　　　

検査時期二到達セザル未検着22名
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4．就業後１ヶ年以内二於ケノl・陽性輯化

以上一依ツテ明カナルガ如ク、就業営初ノ半年

　　

化率テ示セバ第４表ﾉT如クデアル。

以内二於テ陽性二糖化セルモノハ調査人員326

名中92名印チ28．2?んニ及ビ次ノ牛年(第１同

検査後１年)ニ於ケル陽性韓化ハ調査人員201

名中63名ニ､シテ陽性韓化率ハ31．3％ニ及ング

部チ牛年間二於ケル陽性糖化ハ大略30％平均

ニシテ：レケ年ヲ通算ソ、レ八木感染娼妓ノ約牛倣

が陽性二糖化シタコトガ明瞭トナツタ、試ミェ

1、2表ノ陽性糖化敬ヲ加算シ１ヶ年ノ陽性韓

【第18巻

第４表

　

就業後１年二於ケル陽性糖化

遊廓名 調査件撒
陽　性
轄化敷

陽　性
糖化率

rj　原 108 48 44.4％

洲　崎 171 84 49.1％

斯　宿 47 23 48.9％

計 326 155 47.5％

（備考）事故二依ル検査不能33名

１

　　　　

第４章

　

陽性韓化者ノ登病

就業後半ケ年以内二於ケノｙ陽性輯化者ノ発病状況

第３章ｌ節二述・ヽごタJ1陽性糖化者92名二就テ

　　

見ラ件ツタモノ.ハ皆無デアツタ、故二本論文二

陽性糖化冊見ト同時ニ、他促的診断、赤血球沈

　　

述ベル貨病ト云フ意味ノヽ必ズシモ白促症状叉ハ

降速度測定、Ｘ線寫薦撮影等ノ綜合診断二依り

登病ヲ特見シタルモノヲ畢グレバ第５表が得ラ

レノレＯ

之等ノ登病者中ニハ白髪的症状雄二聴診上叉．・ヽ

打診上ノ他髪的所見テ件ハナイモノモ多イ、こ

等ノモノダヽＸ線検査二依ツテノミ病噫ヲ･賛見ス

ルコトガ出来タ、而シテＸ線検査二依り病受サ

登見セずリシモノーシテ白髪症状叉ハ他髪的所

他受的所見ヲ件フモノデナク、Ｘ線診断上醤師

ノ監督ヲ受クベキ性状ノ病憂テ認ｙタ場合テ云

フノデアル。

狗第５表中ニハ陽性糖化登見ト同時二晋病サ認

ｙザリシモノニ就キ、更二牛年後若クハ１年後

二於テ同様晋病ヲ検シ、ソノ賛見シタル登病者

ヲ･モ併セ収録シタ。

第５表

　

就業後半年以内二於ケノl/陽性轄化者ノ我病

遊廓名 調査件撒

就業後半
年二於ケ

ル陽性轄
化徴

陽性特免
1ヽ同時二

晋見セル
費病徽

陽性糖化後半年　陽性糖化後１年

二於ケル費病敷　二於ケル晋病敷 晋病者
合　計

陽性轄
化敬二

對ヌル
晋病串

調査件敷 晋病斂 調査性徴費病徴

吉　原 108 26 ７ 17 O　！　　11 ０ ７ 26.9％

洲　崎 171 51 13 33　　　5 25 ０ 18 35.3％

斯　宿 47 15 ３ 10　　　　0　　　　5 ０ ３ 20.0％

計 326 92 23 60　　　　5　1　　41 ０ 28 30.4％

2。就業後半年以上１ヶ年以内二於ケノl・陽性輯化者ノ発病

　　

第６表

　

就業後半年乃至１年以内二於ケル陽性轄化者ノ費病

遊廓名 調査件徴

就業後１

ケ年二於

ケル陽性
糖化敬

陽性特発

ト同時二

晋見セル
費病敏

陽性轄化後半年
二於ケル費病敷

陽性糖化後１年
二於ケル費病敷

登病者
合　計

陽性糖

化敬二

對ﾇﾉﾚ
晋病率

調査外敵 晋病斂 調査件撒 晋病敷

こt:口　原 72 22 ３ ８ １ 未　接 ４ 18.2％

洲　崎 102 33 ６ 24 ０
り

６ 18.2％

斯　宿 27 ８ ２ ２ ０
ｌｌ ２ 25.0％

計 201 63 11 34 １
日 12 19.0％
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第３章２節二述ペダル陽性糖化者63名二就キ

前節二述ペダル方法二従ヒ焚病ヲ検シタル結果

．･ヽ第６表ノ如クデアル、本表二於テモ陽性韓化

167

後牛年二於テ晋見シタル馥病テ牝

性糖化後１年ノモノハ未グソノ時期二到達セズ

未検デアル。

3｡就業後１年以上１ヶ年牢以内二於ケノl・陽性輯化者ノ発病

第３章３節二述ペダル陽性轄化者22名二就キ

上述ノ方法二依り殺病テ検シタル結果ハ第７表

ノ如クデアル、陽性糖化後牛年及ビ１年ノ検索

ノヽ未グ時期二達セデフレニ依り検セズ。

第７表

　

就業後１年乃至１年牛以内二於ケル陽性轄化者ノ螢病

遊廓名調査件駈

就業後１
年半二皆

ケル陽性
糖化徴

陽性糖化
1ヽ同時二

我見セル
疲･病敬

陽性轄死後半年
二於ケル登病敬

陽性轄死後１年
二於ヶル登病率 　　　　陽性韓我病徴　化敷ニ

ひ　計　對ヌル

　　　　晋病率
調査件撒 晋病徴 調査性徴 登病徴

こI:.-
LJ　原 32 ６ ４ 未接 未接 ４ 66.7%

洲　崎 69 15 ２
ｊｌ り

２ 13.3％

新　宿 13 １ ０ ・・ ９・ ０ ０

計 114 I 22 1　6
□ ●● ６ 27.3％

工陽性輯化ト発病ノ期間的開係

第３章址二本卓二於ヤハ陽性糖化セリデシモノ

ニ就テ毎牛年後二陽性糖化拉二登病ヲ･検シ、得

タル結果サ収録セシモノニシや陽性糖化ト登病

しリ寺期ノ開係二於テ一括スレバ第８表が得ラ

レノレ。

前章乃至本章第5、6、7、8表テ通覧スルニ就業

第８夫

　

陽性轄化1ヽ費病ノ期間的開係

遊廓名 調査性徴
陽　性
糖化敏

陽性輯化
我見ト同

時二我見

ｔル我病
敬

陽性糖化我見後

半年二於テ我見
セル我病徴

陽性輯化登死後
１年二於テ我見
ジタル晋病敏 晋病者

合　計

陽性特
発敬二

對.ｽﾉl/
費病率調査性徴 費病徽調査件敷 貧病敷

吉　原 108 54 14 25 1　1　11 ０ 15 27.8％

洲　崎 171 99 21 57 ５ 25 ０ 26 26.3％

新　宿 47 24 ５ 12 ０ ５ ０ ５ 20.8％

計 326　j　177 40　1　94 ６ 41 ０ 46 26.0％

常初陰性ナリシモノ326名中半年以内二於テ92

名ノ陽性糖化者ヲ出シ、其後ノ牛年二於テ63名

更二第３ノ牛年二於テ22名ノ陽性糖化者ヲ･賛

見シタ(第２ノ牛年二於テ事故ノ篤検査不能ナ

リシモノ33名第３ノ半年ニ’於テ同様２名及ビ

検査時期二達セデルモノ22名アリ)鴎]チ就業常

初結核反妻陰性ナリシモノ326名中ヨリ１ヶ年

牛ノ間ニ177名ノ陽性韓化者サ晋見シタノデア
ノレ

第８表二就テ観察ソ、ノレニ177名ノ陽性韓化稜見

ト同時二登病テ認ｙタルモノ40名ニシテ、陽性

糖化賛見後牛年目二賛病ラ見出シタルモノ６名

（但シ、陽性糖化賛見時二於テ賛病ヲ認・･デリシ

モノノ中、検索シ得タルモノ94名中）合計46

名ノ賛病者尹算シタ、印チ検索シ得タル賛病者

ハ賛見シタル陽性糖化者二對シテ大凡26％二

及ング。

茲二特異ナル事責ハ46名ノ賛病者中40名－デ

ガ陽性韓化ト同時二賛病テ賛見セシモノニシテ

而モ残除６名ハ陽性韓化賛見後牛年以内ノ賛病

　

二屡シ、陽性輔化賛見後牛年以上１年以内ノ賛

　

病ハ41名数察中１例モナカツタコトデアル。
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此ノ事賓へ結核病ノ登生・ヽ陽性韓化ノ直後(大

値二於テ牛年以内)デアリ、叉陽性糖化登見後牛

年二於テ農病ヲ検出シタモノニアリテ､ハ、陽性

【第18巻

韓化ト登病ノ時期ノ間隔が最大限二於テ１ヶ年

ノ可能性が考ペラルヽモ、斯カル例ノヽ極メテ少

数デアルト考ヘラしリレ。

5。螢病者ノ病類ト発病発見時期ノ開係

前節二於テ登見セラレタル陽性糖化後ノ登病

者46名テＸ線寫具所見二依ル病類ト登病ノ時期

ｦ゛示‘tごバ第９表ノ如クデアル。

自]チ登病者46名中肺門淋巴腺腫脹・ヽ17名二及

第９表

　

陽性糖化ト登病ノ時期ノ関係

晋　　病　　ノ　　時　　期
陽性韓化晋見ト同時

　二晋病ヲ認メジモノ

陽性轄化晋死後半
年二於テ晋病ヲ認

メジモノ 合計

ぺ｀‾｀一一̃.､ぺ_　　陽性糖化ノ時期

　　　病類別　　　ぺ～～＿
半年 １年 １年牛　計 半年　１年 計

肺　門　淋　巴　腺　腫　脹 ９ ４ ３ 16 １ ０ １ 17

初　　期　　植　　化　　群 ６ ４ ２ 12 ０ ０ ０ 12

肺　　　　浸　　　　禽1 ４ １ ０ ５ １ ０ １ ６

渦　　性　　肋　　膜　　灸 ２ ０ ０ ２ ３ ０ ３ ５

肺門淋巴腺腫服装温性肋膜炎 ２ ０ ０ ２ ０ １ １ ３

肺　浸　潤　蒙　腹　膜　炎 ０ １ ０ １ ０ ０ ０ １

粟粒結核症襲腹膜炎 ０ １ ０ １ ０ ０ ０ １

粟　　粒　　結　　核　　症 ０ ０ １ １ ０ ０ ０ １

令　　　　　　　　　　　　　計 23 11 ６ 40 ５ １ ６ 46

ビ、初期良化群12名之二次ギ、肺浸潤６名、湯性

肋膜炎５名及ビ其他ノ順序デアル。既二述ペダ

ル如ク之等46名ノ殼病者中40名・ヽ陽性轄化シ

登病ヲ･登見セルモノニシテ、残諦６名ハ陽性糖

化牛年二於ケル登見デアルガ、此ノ６名中４名

マデガ湯性肋膜炎デアリ、更二漁性肋膜炎ヲ呈

セルモノノ中約牛数が陽性糖化後牛ケ年二晋病

ヲ認ｙラレタル事賓ハ、漁性肋膜炎が少クトモ

初期受化群、肺門淋巴腺腫脹等ノ病受ヨリ遅レ

テ登生ソヽルコ1｀テ4勿語ルモノト考ヘラレル。

第５章

　

陽性韓化二依ル登病者ノ観察

　

1.螢病者ノ個人別病症ト其ノ経過

前章二述ペダル陽性韓化後ノ登病者46名テ病

類別二匯別シテソノ疾病址二賛病稜見後牛年及

ビ１年ノ経過テ表示スレバ第10表ノ如クデア
ノレＯ

2。発病発見後半年及１年二於ケノl・経過

第10表二見ラレル疾病ノ経過ヲ治癒、消退、同

様噌悪二大別シテ経過テ観察スレバ第11表が

得ラレル。

本表二於テ刈

得ずリシモノハ不明ノ欄二記載シ、牛年叉ハ１

年ノ検索時期二到達セデリシモノノヽ未検ノ欄二

記入シタ。

先ヅ肺内淋巴腺腫脹ノ経過ヲ観察スルニ牛年後

二於テ６名ダヽ病機酢退シ、同様ナルモノ１名増

悪セルモノ４名デアリ、１ヶ年後二於テハ治癒

セルモノ２名ニシテ治癒ノ傾向甚ダ大デアル。

初期受化群ノモノニ就テヘ消退セルモノ牛年

二於テ４名１年二於テ２名、噌悪セルモノ牛年

１年各２名デアル、此ノ宿悪セルモノノ'ヽ總テ肺
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浸潤病竃ヨリ攘大セルモノデアツタ。

次二肺浸潤ノモノ・ヽ治癒或ヒハ消退セルモノ１

名モナク、同様ナルモノ牛年二於テ２名１年二

於テ４名ニシテ、郎チ肺浸潤ト診断セシモノ・ヽ

像後全ク不良ニシテ、本調査中脈ニ１名ノ死亡

者ガアツタ。

【第18巻

次二渦性肋膜炎二於テダヽ５名中牛タ年二於テ既

ニ２名ノ治癒者拉ニ２名ノ消退者ガアリ一般二

渦性肋膜炎自身ノ経過・ヽ非常二良好デアツタ。

恂診断上農病トセデリシモノノ中二渦性肋膜炎

ヲ･経過セリトノ痕跡アリタルモノ３名アリタル

ハ盆ｌ此ノ事賓サ裏書スルモノト考ヘラレル。

第６章

　

總括的考察

１。

　

以上述ベタ所二依レバ、先ゾ娼妓二於テノヽ

牛ケ年毎二約30Xノ陽性糖化が見ラレ１年牛

ニシテソノ牛斂以上が陽性糖化シ、而シテ此ノ

陽性糖化者ノ焚病阜ハ約26ガエ及デコトガ明

カトナツタ、、乍然こ等焚病者ハ必ズシモ自愛症

状ヲ有スルモノニ非ズシテレソノ自愛症状ヲ有

セシモノハ46名中17名ニスギナカツ久、而モ

之等白髪症状ヲ有セザリシ焚病者中、肺門淋巴

腺腫脹及ビ初期受化群拉二渦性肋膜炎等二場フヽ

ルモノズヽ大多散自然治癒ノ傾向が見ラレタ。

2．

　

本論文中二於ラ最モ重要ナル焚見ハ第一ニ

Ｘ線所見が雨極性病影印チ初期憂化群ノ形デア

ルニシロ、叉。ハ肺浸潤ノ形デアルニシロ、何lノ

ニシテモ肺二病受ノ現ハレタモノノ･ヽ像後が不良

ノ場合多ク、之一反シテ肺二病竃ノ見エナカツ

タ初期愛化群印チ肺↓11淋巴腺腫脹ノミノ場合ノヽ

慄後ノ良好ナコトデアル。

此ノ事責ハ陽性轄化検査ノ重要ナコトト同時二

陽性糖化時二連カエＸ線検査升子ヒ肺二病竃ノ

見エルモノハ直チュ對策ヲ講ジナケレバナラヌ

コトサ切賓二示唆スルモノデアヽ。

第２－之等陽性糖化二依ル焚病者ノ大部が陽性

韓化後牛年以内ニＸ線所見上質病が見ラレテ、

牛年以上１ヶ年及ヒヽツレ以後二於テ焚病スルモ

ノガ全クナキ事賢デアル。此ノ事賓ハ結核像防

址二治療ノ根本問題二最モ重要ナル資料ヲ･提供

スルモノト確f言スル。

従来結核病學者中ニヘ結核ノ馥病ハ幼少年期

二結核菌が侵入シ、こが年数ヲ･経過シタル後身

値ノ抵抗力弱キ時二焚病ヲ惹起スルトノ説テナ

スモノガ多敷デアツタガ、余等ノ得タル叙上ノ

事賓ダヽ此ノ見解ト全ク相反スルモノデアツテ、

郎チ結核病ノ穀生ノヽ陽性糖化直後二既二萌芽ス

ルモノト提n昌シタイ。

乍然一度萌芽セル疾病が個人ノ之二對スル不用

意ナル生活方針(自愛症状ナキ場合)或ヒダヽ穀病

登見後ノ治療ノ方針等二依ツテ一進一退シ、非

常ニ長期ノ経過サドル場合ノ多キコトモ想像セ

ラルヽコト勿論デアル。

3．第10表中二示シタ個人的病症中、赤血球

沈降速度ノ値サ仔細二観察スルトキノヽ漑ネ相常

高キ値尹示シ、而モ此ノ値が病症ノ進退ト共二

必ズシモ消長シナイコトエ気ヅキ尚報告中二示

サナカツタガ未穀病者ノ赤血球沈降速度が結核

性疾患ナキニモ拘ノヽラズ、甚グシク高値テ示ス

モノガ多カツタ。之等ノ事賓ノヽ恐ラク被検娼妓

ノ多数が婦人科的膳炎症性疾患ザ有セシコトユ

起因スル結果ト想像セラレル、一般二婦人ノ結

核診断二際シテ赤血球沈降速度ノ値ヲ診断上ノ

參考トスル場合二十分ナル考慮ヲ･要スルコトヲ

示唆スルモノト：考ヘラル。

４．

　

木研究中被検娼妓ニシテ陽性糖化後ノ経過

ヲ観察スルニ常リ、多数ノ座業者叉ハ不參者ガ

アリ研究二困難テ極ノ･タ、之等二對スル確責ナ

ル調査ハ終了シテヰナ４が大多数ハ陽性糖化後

ノ穀病二依り値力上業態二堪へずル篤淘汰セラ

ノレ｀コトヲガ1慄セシムノレｏ

こ等陽性糖化後ノ座業、糖化、休業等ノ多数ダヽ

第１報第５章後牛二述ベタ、一般娼妓ノ就業年

限噌加二於グル場合ノ陽性度が、却ツテ著シキ

噌加ザ示ｙサザリシ現象ヲ説明スルニ足ル。

５．

　

一般二娼妓ノ如キ接客業テ管ムモノノ生活



様式。・ヽ、常識上所謂保健生活トハ全ク相反ノ、ル

事ノヽ周知ノ通りデアル。斯クノ如キ業態者二結

核患者ノ殺牛ハ常然憬想セラルル所デアーが、

余等ハ生活様式ノえが結核症殺生ラ大ナうシム

ルモノト考ヘナイ、本論文二於テ明カナルガ如

ク結核病ノ殺生｡ハ陽性韓化二件ヒ比較的早期＝-

惹起スルモノドハレバ、一面ニハ陽性轄化ノ機

會二於りレ菌ノ感染状況如何、卯チ濃厚ナル感

染ナリヤ否ヤニ影響セサ）レ･レ¬1トガ相常多イト

考ヘラル。

尚陽性轄化者177名中46名ノ腿病者アリタ九

事盲ノ｀ゝ-･･-見シテ殺病者ノ多敷ナリシコlヽサ語ル

モ、逆二娼妓ノ如キ不縁生生活サ紬クルーモ=ノユ

ンアー尚確賓ニ74名以上ノ未殺病者アリシ：11ヽ、

拉二辞病セル者46名中ニモ自僣症状ナク∩然

消退者或ヒ・ヽ自然治癒者モ多敬アリタル事賞ハ

叙上ノ信念ヲ･一層深カうシムルモノデアル。

６．

　

警視廳二於テ八毎週定期二健康診断尹行ヒ

花柳病ハ勿論結核、「トラホーム」等ノ傅染病二

就ケハ入念ノ検査ヲ行ヒ、荷夕刻尊染ノ励）→’

ル場合ハ之が従業ヲ禁止シう｀ヰル。而モ本報告

ヨリ推論シ得ルガ如ク娼妓ノ如キ業態二於テ

ハ、少クIヽモ肺浸潤ヲ件フ殼病者ハ孵力上業務

ニ1甚ヘザうレモノーシテ娼妓ノ結核症が直チュ遊

客二感染サ惹起セシムル場合。・ヽ非常二稀デアル

が、逆二娼妓が遊客ヨリ受クル結核感染ノ惨害

ノヽt分ナル注意が喚起サレナテレバナラナイ。

7．

　

本論文二於ケル娼妓川み匪轄化ト殼病二開

ソヽル観察ハ章二娼妓ナル特別ナル業態者二限ラ

ズ、他ノ一般ノ接客業者(巷妓、酌婦、女給、

飲食店女中、叉八百貨店等ノ従業且)拉二工場

勢働者等比較的非衛生的傾向ニアル生活二就テ

全ク同様二類推出来ルド考ヘラレル。

尚陽性韓化卜特病二開フ､ﾉﾚ従来ノ報;しヽ、寺島、

太田ノ看護婦二於ケル若干ノ知見Iヽ、叉結核菌

ノ浸入lヽ碓病ノ期間一就･うヽHeimbeckが多

少ノ言及ヲナセヽ以外二他ヽ､見ルペ゛キ業績サ聞

力士イ。予後赴弦ノ各肘二於テ同様ナ研究が行

ハレ一般二結核症ノ早期登弛ト、之二對'いレ對

策ハ

第7:章

　

結

　

論

１。警視廳管下二於ケル娼妓ノ就業常初二於うｰ

ﾙ｢ツベルクリン｣皮内反庶陰性ナリシモノ326

名二就キ陽性糖化列

於テ177名ノ陽性轄化者サ晋見シ、と等ノモノ

ノ貨病監視ト脅病後ノ病症ノ宛化トＪ観察シ

タ、、

２．

　

警覗廳管下二於ケル娼妓ハ牛年毎一二約30乙

ノ陽性轄化が見ラレ、負病者ハ陽性糖化者ノ大

約26ガデハソタ。

3．

　

陽性轄化ヨリ登病－デノ期間ハ大廓二於テ

キグ年以内ニシテ１年ヲ'超ユルモノハナカツ

タ､、囚]チ結核症ノ賛生ハ結核菌侵入後比較的早

期二萌生フヽルモノト考ヘラレル。

1。負病者ノ中肺二病歿ノ兇､ラレナカツタモノ

ハ比較的像後良好ニシヘ肺ごヽ病歿ノ現ノゝしごタ

･Lモノノヽ比較的不良デー･'ツタ、、

５．

　

陽性輯化ノ貨弛トソノ比較的直後二於ケル

Ｘ線二依ル早期ノ診療ハ結核憬防上重大ナ意義

Tj有人ルｏ

附記

　

稿サ掴クニ常り本研究二多大ノ便宜ヲ典

ヘラレタル、吉原、洲崎、新宿、品川各病院長、

腎長拉二醤い員二敬意ヲ表･､。

尚本研究ノ常初二於テ警視廳衛生技師堀内捷醤

學士が協同勢作二常リタルヤ中途二於テ名娶ノ

フ4集二接シ中断'､･しノII･｡ムナキニ至り々/Lj記
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